
第５学年 社会科 授業力向上案

日 時：平成 23年 12月 9日（金）14：35～15：20

授業者：三浦 弘幸

場 所：５年３組教室

１ 小単元名 「情報産業とわたしたちのくらし」

２ 小単元の目標 情報産業と国民生活との関わりについて調べ，その社会的役割や国民生活に与える影響について考えることができるようにする。

３ 本時の指導

本時のねらい ・これからのメディアとの関係について，情報を発信する側と受信する側双方の責任や判断の大切さなどを関連させながら考え，自分の言葉で表

現することができる。

目指す児童の姿（表現） ・メディアによる報道とそのことによる社会が受けた影響を基にして，どんなことに気を付けていけばよいかを情報を発信する側や受

信する側のそれぞれ立場になって書いたり，説明したりすることができる。

１０１の授業技術 学習活動の流れ 目指す具体的な児童の姿

１ 実際のテレビのニュースや番組によっ

て影響を受けた例について知る。（１０分）

２ 情報を発信する側か受信する側を選ん

で情報を発信（受信）するときに気を付ける

ことを書く。（１０分）

３ 書いたことや他の児童の考え，教師の提

示した資料を基にして発表する。（２０分）

４ インターネットでの情報により影響を

受けた例から，他のメディアでも気を付ける

ことがあることを知る。（５分）

次のように，書いたことや他の児童の考え

を基にして，情報を発信する側や受信する側

の気を付けることを考え，発言している。

【問題意識を持たせるためのICTの活用】

・情報とそれから受ける影響を考えさせるため

に，受信者に影響を及ぼしたテレビのニュー

ス映像を提示し，受けた影響との関連につい

て問う。

【TCCC で思考を深めるための指導】

・発信する側，受信する側の気を付けることを

交互に発表をさせ，キーワードを板書する。

その結果から受信する側と発信する側の互

いの努力が必要であることへと導いていく。

・後半場面で両者が互いに関係し合っているこ

とがわかる資料を提示し，発信する側と受信

する側双方の関係が大切であることを，資料

や友達の発言を基に理解を深めさせる。

番組の人気だけを考えて，間違ったことで

も情報を発信してしまったので，人気ばかり

考えない方がいいと思います。

受信する側は，いくつかのメディアで調べ

て確かめることもできると思います。

どんなことに気をつければよかったの

だろう。情報を発信する側か受ける側の立

場になって書きましょう。

出来事などを，もっと確かめてから発信す

ればいいと思います。

間違いを信じてしまった受信側の努力が

足りなかったと思います。

発信側が分からないこともあるので，受信

する側が手紙やメールで意見を伝えたり，お

願いしたりすることも必要だと思います。


